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釜
石
か
ら
宮
古
ま

で
国
道
45
号
線
を

走
っ
た
。
久
し
ぶ
り

に
見
る
三
陸
の
海
は

穏
や
か
で
太
陽
の
光

を
映
し
て
輝
い
て
い

た
。
養
殖
い
か
だ
が

湾
内
に
見
え
て
、
海

の
景
色
を
見
る
限
り
、
去
年
の

「
３
・
11
東
日
本
大
震
災
」
は
無

か
っ
た
か
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま

う
▼
陸
地
に
目
を
転
ず
る
と
大
震

災
の
爪
痕
の
大
き
さ
と
深
さ
を
あ

ら
た
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
海

岸
沿
い
の
町
並
は
壊
れ
た
ま
ま
で
、

異
常
な
ほ
ど
に
視
界
が
広
い
。

知
っ
て
い
る
町
と
道
路
を
走
っ
て

い
る
の
に
、
ど
の
辺
を
走
っ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。
復
興

元
年
と
い
い
な
が
ら
復
興
の
兆
し

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
景
色

だ
▼
瓦
礫
の
処
理
も
進
ま
な
い
よ

う
だ
。
処
理
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
自
治
体
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら

な
い
。
原
因
は
、
被
災
地
の
瓦
礫

の
放
射
能
汚
染
と
、
そ
れ
に
よ
る

「
被
ば
く
」
に
対
す
る
不
安
が
拭

い
き
れ
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
小
さ

い
子
供
を
持
つ
親
は
、
な
お
さ
ら

そ
う
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
▼
「
耐
震
的
に
不
利
な

構
造
で
、
『
欠
陥
』
を
指
摘
さ
れ

て
い
た
電
気
設
備
を
30
年
放
置
し

て
い
た
。
東
電
の
安
全
対
策
の
欠

陥
を
あ
ら
た
め
て
露
呈
」
「
福
島

第
１
原
発
が
立
地
す
る
町
と
そ
の

付
近
に
は
、
除
線
無
し
だ
と
20
年

後
も
高
線
量
が
残
る
」
「
原
発
30

キ
ロ
圏
『
避
難
対
策
め
ど
』
ゼ
ロ
。

対
象
住
民
４
４
２
万
人
」
と
い
う

新
聞
記
事
に
目
が
と
ま
る
。
放
射

能
に
よ
る
汚
染
は
続
い
て
い
る
し
、

事
故
時
の
対
策
は
ま
っ
た
く
整
っ

て
い
な
い
▼
そ
れ
で
も
原
発
を
稼

動
さ
せ
た
い
人
達
が
い
る
。
「
原

発
が
な
い
と
電
気
が
不
足
し
、
経

済
が
沈
滞
し
、
豊
か
な
生
活
が
で

き
ず
不
幸
に
な
る
」
と
い
う
。
し

か
し
、
豊
か
で
平
穏
な
幸
福
を
壊

し
た
の
が
原
発
だ
っ
た
で
は
な
い

か
。
全
て
の
命
と
地
球
の
未
来
の

た
め
に
原
発
を
再
稼
動
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
（
髭
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

＝
第
27
回
「
反
核
燃
の
日
全
国
集
会
」
（
青
森
）
＝

再
処
理
工
場
稼
働
・
原
発
再
稼
働
反
対

　

＝会場となった青い森公園・県庁前＝

「宮古は親子ら150人を超す参加者で盛況」

　

第
27
回
４
・
９
反
核
燃
の
日
全
国
集
会
（
青
森
県
反
核
実
行
委
員
会
主
催
）
が
４
月
７
日
、
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
日
の
青
森
市
は
、
集
会
前
の
午
前
中
は
吹
雪
で
、
開
始
の
午
後
に
は
時
折
日
差
し
が
の
ぞ
い
た

が
小
雪
が
舞
う
寒
い
日
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
全
国
か
ら
約
１
１
５
０
人
が
結
集
。
昨
年
３
月
の
東
京
電

力
・
福
島
第
１
原
発
事
故
の
経
験
か
ら
、
原
発
再
稼
動
反
対
と
脱
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
、
青
森
県

を
核
の
ゴ
ミ
捨
て
場
に
さ
せ
な
い
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
本
格
稼
動
阻
止
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理
事
業

か
ら
の
撤
退
を
訴
え
た
。

　

集
会
後
は
、
デ
モ
行
進
を
行
い
「
再
処
理
工
場
稼
動
反
対
」
「
原
発
再
稼
動
反
対
」
な
ど
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
市
民
に
訴
え
た
。
８
日
は
六
ヶ
所
村
の
日
本
原
燃
本
社
前
で
現
地
抗
議
集
会
を
開
催
し
た
。

　

集
会
で
は
、
青
森
県
反
核
実

行
委
員
会
の
三
上
武
志
実
行
委

員
長
が
「
昨
年
３
月
東
京
電
力

･
福
島
第
１
原
発
事
故
で
、
国

民
の
多
く
が
原
発
の
危
険
性
に

気
付
か
さ
れ
た
。
福
島
の
人
々

の
未
来
、
環
境
汚
染
、
人
体
被

爆
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

が
原
発
建
設
を
阻
止
で
き
ず
原

発
事
故
の
発
生
を
許
し
た
私
達

の
使
命
で
あ
る
。
私
達
に
は
、

自
然
豊
か
な
青
森
県
を
未
来
の

子
供
達
に
引
き
継
ぐ
責
任
が
あ

る
。
脱
原
発
・
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
会
の
実
現
、
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
の
本
格
稼
動
阻
止
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
報
告
で
は
、
福

島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
竹
中

柳
一
代
表
が
、
「
原
発
い
ら
な

い
！
３
・
11
福
島
県
民
大
集

会
」
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
１

万
６
０
０
０
人
が
参
加
。
県
民

代
表
６
人
が
「
子
供
の
た
め
に

自
主
避
難
。
二
重
生
活
と
な
り

苦
し
い
。
で
も
戻
れ
な
い
」

「
有
機
農
業
は
大
打
撃
を
被
っ

た
。
農
村
も
生
産
者
も
消
費
者

も
大
変
な
影
響
を
受
け
て
い

る
」
な
ど
切
実
な
訴
え
が
さ
れ

た
こ
と
を
報
告
し
、
「
福
島
を

返
せ
、
故
郷
を
返
せ
と
い
う
事

を
全
国
に
訴
え
て
い
く
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
福
井
県
平
和
環
境
人

権
セ
ン
タ
ー
の
水
上
賢
市
事
務

局
長
は
「
関
西
電
力
・
大
飯
原

発
（
福
井
県
）
の
再
稼
動
を
巡

る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、
全

国
54
基
の
原
発
で
現
在
稼
動
し

て
い
る
の
は
、
北
海
道
電
力
・

泊
原
発
１
基
で
、
５
月
に
は
全

て
の
原
発
が
止
ま
る
。
し
か

し
、
全
原
発
が
止
ま
れ
ば
電
力

が
不
足
す
る
と
い
う
嘘
が
こ
こ

で
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
故
に

政
府
は
大
飯
原
発
を
再
稼
動
し

よ
う
と
し
て
い
る
」
と
報
告
し

た
。

　

基
調
報
告
は
、
県
反
核
実
行

委
員
会
の
奈
良
岡
克
也
事
務
局

長
よ
り
「
福
島
第
１
原
発
事
故

の
検
証
も
中
途
の
段
階
で
原
発

再
稼
動
の
判
断
は
無
謀
で
あ
り

亡
国
へ
の
道
。
高
速
増
殖
炉
と

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
は
破
綻
、

核
燃
サ
イ
ク
ル
・
再
処
理
工
場

稼
動
の
大
前
提
は
崩
壊
し
た
。

六
ヶ
所
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設

の
直
下
に
は
活
断
層
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
事
故
が
起
き
る
前

に
撤
廃
す
る
べ
き
だ
。
青
森
県

は
全
国
の
先
駆
け
と
な
り
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現

と
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
断
ち

切
る
た
め
に
さ
よ
う
な
ら
原

発
！
１
０
０
０
万
人
署
名
を
総

力
で
達
成
し
よ
う
」
と
報
告
し

た
。
最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
集
会
を
終
了
し
た
。

　

福
島
第
１
原
発
事
故
後
「
死

の
街
」
発
言
を
し
て
辞
任
さ
せ

ら
れ
た
大
臣
が
い
た
。
こ
の
発

言
こ
そ
が
真
実
で
あ
り
、
政
府

が
原
発
事
故
を
大
臣
の
発
言
に

矛
先
を
代
え
、
責
任
に
転
嫁
し

た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
「
絆
」
と
い
う
言
葉
で
地

域
住
民
さ
ら
に
は
国
民
に
復

　

盛
岡
支
部
主
催
の
春
闘
交
流
集

会
が
４
月
14
日
、
盛
岡
国
労
会
館

で
行
わ
れ
分
会
代
表
者
、
支
部
役

員
ら
30
人
が
出
席
し
意
見
交
換
し

た
。

　

佐
々
木
委
員
長
が
座
長
を
務
め

「
重
要
課
題
は
組
織
拡
大
、
支
部

執
行
委
員
は
各
分
会
の
執
行
委
員

会
に
参
加
し
て
い
き
た
い
」
と
決

意
の
挨
拶
を
述
べ
、
佐
藤
書
記
長

か
ら
「
春
闘
は
、
厳
し
い
状
況
の

中
で
闘
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ
会
社
が
こ
の

危
機
を
労
働
者
を
犠
牲
に
し
て
乗

り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
施
策
を
見

れ
ば
明
ら
か
、
客
貨
一
体
の
運
動

を
作
り
上
げ
る
た
め
の
共
通
課
題

を
明
ら
か
に
し
国
労
組
織
の
強

化
・
拡
大
を
追
求
し
よ
う
。
同
時

に
震
災
を
口
実
と
し
た
雇
用
と
労

働
条
件
の
改
悪
を
阻
止
し
、
被
災

地
へ
の
復
興
・
支
援
を
強
め
、
災

害
に
強
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
問
題
提
起
さ
れ
た
。

　

次
に
分
会
か
ら
の
職
場
実
態
報

告
に
入
り
、
「
社
員
の
切
実
な
要

求
の
実
現
を
目
指
す
個
人
署
名
と

ハ
ガ
キ
を
本
社
に
提
出
す
る
も
会

社
側
は
経
営
状
況
を
踏
ま
え
る
と

ベ
ア
の
で
き
る
状
況
に
な
い
こ
と

を
表
明
。
13
年
連
続
ベ
ア
・
ゼ
ロ

に
対
す
る
抗
議
行
動
を
展
開
し
３

月
17
日
盛
岡
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

盛
岡
総
鉄
門
前
集
会
を
実
施
」

「
話
を
し
な
い
東
労
組
の
中
で
、

こ
の
職
場
は
お
か
し
い
と
国
労
の

仲
間
に
話
し
か
け
て
く
る
社
員
が

出
て
き
た
」
「
も
し
券
セ
ン
タ
ー

が
廃
止
に
な
り
大
異
動
が
行
わ
れ

た
が
、
各
部
所
に
組
合
員
が
ち
ら

ば
り
、
人
員
が
増
え
て
会
話
が
あ

り
職
場
が
明
る
く
な
っ
た
」
「
エ

ル
ダ
ー
組
合
員
が
増
え
て
、
分
会

人
員
が
、
26
人
か
ら
39
人
に
増
え

た
」
「
職
場
で
仕
事
を
回
し
て
い

る
の
は
国
労
だ
と
い
う
こ
と
を
若

手
に
ア
ピ
ー
ル
し
手
ご
た
え
を
掴

ん
で
い
る
」
「
北
上
市
議
選
で
は

推
薦
候
補
当
選
に
向
け
他
労
組
に

も
応
援
し
て
も
ら
っ
た
」
「
職
場

の
半
分
が
平
成
採
用
者
に
な
り
仕

事
に
一
抹
の
不
安
が
あ
る
が
楽
し

く
仕
事
を
し
て
い
る
。
国
労
か
ら

の
助
役
試
験
合
格
者
が
出
て
い

る
」
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
佐
藤
書
記
長
が
「
報
告

を
組
織
拡
大
に
繋
げ
た
い
」
と
ま

と
め
懇
親
会
に
移
っ
た
。

　

昨
年
は
震
災
の
影
響
で
春
闘
交

流
集
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
が
今
年
は
開
催
出
来
て

大
変
良
か
っ
た
。
例
年
の
３
月
開

催
が
北
上
市
議
選
に
集
中
す
る
た

め
４
月
に
な
っ
た
。

　

い
ず
れ
組
合
員
は
情
報
を
伝
え

合
い
交
流
す
る
こ
と
が
大
事
、
国

労
の
要
求
で
会
社
側
が
動
い
て
い

る
こ
と
も
事
実
。
そ
う
い
う
こ
と

を
掲
示
板
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要

が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

支
部
執
行
委
員　

米
田　

勝
義

▽
５
月
17
・
18
日
（
東
京
）

第
13
回
東
日
本
本
部
軟
式
野
球
大

会▽
５
月
26
日
（
盛
岡
）

岩
手
県
交
運
労
協
幹
事
会
及
び
政

策
研
究
集
会

▽
６
月
３
・
４
日
（
箱
根
）

国
労
本
部
「
東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
組

織
拡
大
経
験
交
流
会
」

▽
６
月
５
日
（
安
比
）

第
17
回
地
方
本
部
ゴ
ル
フ
大
会

▽
６
月
９
日
（
盛
岡
）

地
方
本
部
組
織
部
長
・
教
宣
部
長

合
同
会
議

　

４
月
22
日
投
票
で
大
船
渡
市
議

会
議
員
選
挙
（
定
数
20
）
が
施
行

さ
れ
た
。

　

同
選
挙
に
は
自
治
労
出
身
、
国

労
も
推
薦
す
る
平
田
ミ
イ
子
さ
ん

が
立
候
補
し
５
度
目
の
議
席
の
確

保
に
向
け
定
数
６
減
と
い
う
厳
し

い
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
平
田
さ

ん
は
、
７
２
０
票
を
獲
得
し
た
も

の
の
一
歩
及
ば
す
21
位
で
議
席
の

確
保
は
な
ら
な
か
っ
た
。

国
労
静
岡
地
本
Ｏ
Ｂ
中
心
に
現
地
へ

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
被
災
地
運
転
で
交
流

全
国
か
ら
1
1
5
0
人
が
結
集

旧
・
復
興
を
求
め
る
も
の
で
は
な

く
、
国
･
政
府
の
責
任
で
責
任
転

嫁
す
る
こ
と
な
く
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

支
部
副
委
員
長　

笹
山　

賀
庸

　

よ
み
が
え

れ
三
陸
鉄

道
！
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
運
転
被
災

地
激
励
行
動

が
国
労
静
岡

地
本
の
Ｏ
Ｂ

（
６
人
）
を

中
心
に
実
行

委
員
会
を
結

成
、
事
前
に

㈱
三
陸
鉄
道

や
地
方
本
部

な
ど
に
連

絡
、
打
ち
合

わ
せ
を
行
い

４
月
21
日
に

執
行
委
員
を
含
め
た
７
人
が
沼

津
市
を
出
発
し
同
夕
刻
盛
岡
到

着
、
同
市
泊
ま
り
。
早
朝
同
市

を
出
発
、
22
日
に
宮
古
小
学

校
、
23
日
に
は
大
船
渡
シ
ー
パ

ル
、
24
日
は
釜
石
平
田
小
学
校

で
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
転
を
行
い
被

災
地
の
親
子
た
ち
と
交
流
（
３

地
区
で
約
３
０
０
人
が
訪
れ

た
）
が
図
ら
れ
た
。

　

国
労
も
盛
岡
支
部
役
員
や
宮

古
地
区
な
ど
の
組
合
員
を
中
心

に
現
地
で
の
手
伝
い
と
交
流
を

図
っ
た
。
三
陸
鉄
道
か
ら
も
、

社
員
が
手
伝
い
と
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
三
鉄
グ
ッ
ツ
販
売
な

ど
が
行
わ
れ
た
。

盛 岡 支 部
春闘交流会

平
田
さ
ん
議
席
確
保

５
度
目
に一歩
及
ば
す

＝
大
船
渡
市
議
員
選
挙
＝
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故・熊
谷
秀
三
さ
ん
を
偲
ぶ
会

新
た
な
悲
し
み
と
惜
別
の
念

平
和
憲
法
守
り
、
く
ら
し
に
活
か
そ
う

＝
平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
で
街
宣
＝

　

４
月
８
日
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
犠
牲
と
な
っ
た
前
気
仙
沼
地

域
分
会
執
行
副
委
員
長
・
故
・
熊

谷
秀
三
さ
ん
を
偲
ぶ
会
が
、
気
仙

沼
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
営
な
ま
れ

ま
し
た
。
（
参
会
者
50
人
）

　

国
労
本
部
石
上
執
行
委
員
長
を

は
じ
め
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
い
と
こ
ろ

か
ら
足
を
運
ん
で
頂
い
た
各
級
・

各
機
関
の
皆
さ
ま
、
そ
れ
と
秀
三

さ
ん
を
こ
よ
な
く
好
き
な
皆
さ
ん

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
は
、
前
一
関
地
区
協
委
員
長

の
鈴
木
孝
夫
さ
ん
の
司
会
進
行
と

発
起
人
を
代
表
し
て
の
熊
谷
分
会

長
の
開
式
の
辞
で
始
ま
り
、
し
め

や
か
に
執
り
行
わ
れ
て
行
き
ま
し

た
。
祭
壇
の
綺
麗
な
花
に
も
負
け

ぬ
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
た
秀
三

さ
ん
の
遺
影
は
、
参
会
者
に
新
た

な
悲
し
み
と
惜
別
の
念
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
こ
と
ば
で
、
国
労
本

部
石
上
浩
一
執
行
委
員
長
は
「
秀

三
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
事
を
残
念

に
思
う
事
と
、
こ
れ
か
ら
も
本
人

の
意
志
を
継
い
で
分
会
も
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

元
衆
議
院
議
員
の
菅
野
哲
雄
さ

ん
は
「
一
緒
に
選
挙
戦
を
闘
っ
た

事
、
国
会
見
学
を
企
画
し
た
の
も

秀
三
さ
ん
で
し
た
。
す
べ
て
が
昨

日
の
事
の
様
に
思
い
浮
か
び
ま

す
」
と
秀
三
さ
ん
の
死
を
残
念
が

り
ま
し
た
。

　

盛
岡
地
方
本
部
の
齋
藤
委
員
長

（
代
読
／
佐
々
木
地
本
書
記
長
）

は
「
秀
三
さ
ん
に
最
後
会
っ
た
の

は
２
月
26
日
の
組
織
部
長
会
議
で

し
た
。
組
織
拡
大
な
ど
地
域
の
難

し
さ
を
話
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い

出
さ
れ
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

友
人
代
表
の
後
藤
眞
敏
さ
ん
は

「
二
人
で
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
に
は
ま

り
、
震
災
の
翌
日
も
岩
洞
湖
に
釣

り
に
行
く
予
定
で
し
た
。
一
年

た
っ
た
今
年
の
３
月
12
日
、
や
は

り
待
っ
て
も
貴
方
は
迎
え
に
来
な

か
っ
た
。
い
ず
れ
私
も
そ
ち
ら
に

行
き
ま
す
。
そ
れ
ま
で
待
っ
て
い

て
下
さ
い
」
と
寂
し
さ
を
に
じ
ま

せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
同
じ
く
釣
り
仲
間
の
石

川
民
夫
さ
ん
が
「
あ
の
地
震
に
は

自
分
も
驚
い
た
も
の
の
、
そ
う
い

え
ば
秀
三
ち
ゃ
ん
は
確
か
出
番

だ
っ
た
は
ず
と
思
い
な
が
ら
、
携

帯
の
繋
が
ら
な
い
状
態
で
安
否
を

活
動
と
、
消
費
税
引
き
上
げ
反
対

や
原
発
の
再
稼
動
阻
止
な
ど
を
訴

え
る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
ま
さ
に
、
憲
法
改
正
や
原
発

再
稼
動
の
動
き
が
あ
る
中
、
市
民

の
関
心
も
高
く
、
足
を
止
め
演
説

に
聞
き
入
り
、
チ
ラ
シ
を
受
け
取

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
途
中
雨
の
中

の
行
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
市
民
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
行
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

盛
岡
地
区
協　

及
川　

孝

　

３
月
21
日
に
西
日
本
本
部
運
輸

協
議
会
の
代
表
団
（
国
労
盛
岡
４

月
号
掲
載
）
が
被
災
地
を
訪
れ
た

際
、
同
協
議
会
か
ら
大
阪
本
線
運

輸
・
京
滋
運
輸
・
大
阪
環
状
片
町

運
輸
・
南
大
阪
運
輸
・
阪
和
駅
区

の
各
分
会
と
広
島
・
岡
山
・
北
陸

地
方
本
部
、
和
歌
山
地
区
本
部
か

ら
分
会
・
地
方
本
部
へ
の
檄
布
と

激
励
色
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

憲
法
が
施
行
さ
れ
て
65
周
年
を

迎
え
た
５
月
３
日
、
平
和
環
境
岩

手
県
セ
ン
タ
ー
・
平
和
運
動
部
主

催
の
「
５
・
３
憲
法
記
念
日
街
頭

宣
伝
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

盛
岡
駅
前
で
は
豊
巻
平
環
セ
ン

タ
ー
議
長
・
伊
澤
社
民
党
代
表
・

小
西
県
議
が
「
戦
争
放
棄
を
う
た

っ
て
い
る
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
。

震
災
に
よ
る
被
災
者
の
た
め
、
今

こ
そ
憲
法
を
く
ら
し
に
活
か
し
て

い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宣
伝
カ
ー
で
盛
岡
市

内
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
街
頭
宣
伝

気
に
し
な
が
ら
い
ま
し
た
。
各
地

か
ら
『
秀
三
さ
ん
は
大
丈
夫
だ
』

の
メ
ー
ル
が
入
っ
て
く
る
一
方
、

ま
だ
消
息
が
分
か
ら
な
い
と
の
情

報
の
中
、
や
っ
と
連
絡
が
取
れ

『
秀
三
ち
ゃ
ん
ど
う
な
っ
た
？
』

の
問
い
に
奥
さ
ん
は
『
も
う
無
理

で
し
ょ
う
！
何
日
も
経
っ
て
る
ん

だ
か
ら
、
今
は
安
置
所
を
回
っ
て

ま
す
』
と
の
答
え
。
今
ま
で
の
情

報
は
、
秀
三
ち
ゃ
ん
を
好
き
な
人

た
ち
か
ら
の
大
丈
夫
で
あ
れ
ば
良

い
、
大
丈
夫
な
は
ず
だ
メ
ー
ル

だ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と
悲
し
み
を

あ
ら
わ
に
し
ま
し
た
。

　

御
遺
族
か
ら
は
、
お
父
様
の
熊

谷
精
治
様
と
奥
様
の
美
智
子
様
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
謝
辞
で

は
、
お
父
様
よ
り
「
こ
ん
な
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
秀
三
は
本
当
に

幸
せ
で
し
た
。
今
後
も
秀
三
同
様

私
た
ち
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
秀
三
さ
ん
を
大
好
き
で

し
た
。
誰
か
が
言
っ
て
ま
し
た
。

「
今
日
参
会
の
み
ん
な
も
い
ず
れ

順
々
に
そ
ち
ら
に
行
き
ま
す
。
そ

れ
ま
で
待
っ
て
い
て
下
さ
い
」
と
。

そ
の
日
ま
で
さ
よ
う
な
ら
。
最
後

に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
教
訓
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

気
仙
沼
地
域
分
会　

熊
谷　

泰
幸

＝多くの仲間、関係者が参加した偲ぶ会＝
岩手県中央メーデーでは、復興再生が

強く訴えられた（岩手公園）

４月８日／気仙沼
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西
日
本
本
部
か
ら
檄
布
、色
紙

復興再生をすべての労働者の連帯で
◇第83回メーデー・国労の旗も各地に◇

一関地区は磐井川緑地公園
での集会後デモ行進

北上はさくらホールで開催、
国労参加者面々

一戸地区ではこじんまりと開催
（地区労事務所）

デモ行進を終わり
盛岡地区も花見酒80人

被災地宮古でも元気に開催
（宮古駅前広場）

八戸も国労独自集会、桜の下
ホロ酔い気分で記念撮影（八戸地区協）

青森も集会後、大宴会

青森地区は国労独自のメーデー、
130人参加（合浦公園）


